
定例会会議録 第 2 回 災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・ｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 浜北・天竜地区  
日時：平成１９年５月２５日 １９：３０～２１：３０ 会場：浜松市山東 やまゆり荘 

会議記録：中村俊明 会議録校正：野本 

※１ 定例会はどなたでも参加できますので希望する方は、浜松社協 浜北地区ｾﾝﾀｰ 中村俊明、 

天竜地区ｾﾝﾀｰ 立石智三、又は野本まで問い合わせください。 

【参加者】       下線社協職員 

・伊藤学、中村俊明（天竜） 

・佐野、生田（龍山）、金森（佐久間） 

南屋（水窪） 

・古井、牧野、三室、鈴木勝彦、中谷、 

田坂、南口、野本（浜北） 

・立石（浜松） 

 

【浜松市防災体制の確認】 

・確認：各区役所の振興課職員７～６人が災害

ボランティア部の担当になる。 

・提案：今後、相互の顔合わせ、情報の共有化

の場として定例会への参加を呼びかけを行う。 

・今後：ボランティア活動支援マニュアル作成

済みであるが、区役所職員が存在・理解してい

るかは不透明。なお、意見交換による課題の抽

出、研修等による検証が必要である。 

 

【能登半島沖地震】 

・野本よりＰＣメールで情報を発信。 

・要約すると 

①被災者の本当の姿、ニーズとは何か、また長

期的な支援には「聴く力」が重要。 

②被災地近隣でできること、ボランティアを支

援する間接的な活動も大切。 

③外から援助・外助を展開するのは、被災地又

は被災者でそれをつなげる人の存在が欠かせ

ない。 

 

【意見交換】▽年度計画（今後の活動） 

○今までの災害から考えると、①被災現場での

ニーズ・対応②ﾎ ﾗ゙ﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰの運営③避難所④

仮設住宅⑤復興の活動ステージに整理して学

びの場を考えると良いのでは。 

○学びから、今何ができるのか、何をしなけれ

ばならないかにつなげる必要がある。 

○８月中旬のセミナーについて、どのような内

容にするか？公開講座のような大きなものに

しなくて良いという考えもある。 

○９月１日の会場訓練に向けた事前研修とい

う認識でいる。 

○９月１日について 

・浜松市の訓練がどのような形で行われるかに

よるがまだ未定であるが、社協が行う訓練内容

も１拠点なのか、各地区ごとのサテライト型に

するのかという選択もある。 

・センター立上げ訓練自体は、今までもイベン

ト的な要素も含めて行われてきたと考えるが、

以前、豊田町の会場型訓練の様子を見て、イメ

ージをわかすのにも役立ったことがある。 

・訓練の中では、センター設置・運営マニュア

ル等を通して確認できるような内容とし、その

中で検証していく方法とする。 

・方法は、今後市の内容とも調整し検討するこ

ととし、セミナーⅠは、センター設置・運営に

ついて研修できる内容とする。 

・天竜厚生会と清竜中学との合同訓練について、

施設では今まで敷地内での独自でトリアージ

訓練などを行っているが、合同でできる可能性

はある。ただ、夏休み直後、土日であり閉校日

という問題がある。 

○今年の内閣府減災モデル事業については、元

浜松まちづくりセンターの大和田さんが関わ

っているが、浜松市においては避難所生活、運

営に関する研修が予定されており、旧市街地で

実施する予定。 

○１０月のセミナーⅡに対しての素案は、浜北
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Ｖ連の予算５万円を付けていただいており、共

催での開催を検討していきたい。実際の被災地

関係者か、支援経験者を招く方法を検討してい

きたい。 

○北区では、社協北地区センターの企画として、

年３回のセミナーが予定されているので、参加

する事も効果的。 

日程：①７月２９日 講師：湖西市 前田さん

（会場旧引佐町）、②９月３０日「要援護者に

ついて」講師：ＲＳＹ 浦野さん（会場旧三ヶ

日町）、③１１月１８日 講師 県ボラ（会場：

三方原公民館） 

・内容については、実際の避難場所での状況や

困ったことを話してもらう、救援物資 

への対応、行く側と来られる側の違い、養護学

校に通っている側として要援護者へ      

の支援方法などが挙げられる。 

 

【ﾊ゚ ﾝﾃｨ ｽーﾄｯｷﾝｸﾞを使った応急救急法】 

 牧野さん（浜北区）が講師となり、日常生活

品を用いた救急法を体験。普段、直接手にしな

い物をさわることができた男性人には、嬉し

さ・楽しさ半分、恥ずかしいような。でも、「母

はつよし」の意味を実感したひとときでした。 

 
 

【次 回】 

・日時：７月２０日（金）19:30～ 

・会場：浜北高齢者ふれあい福祉ｾﾝﾀｰ 

・ハウツー体験： 

「ほのぼの灯り」体験＝復習 

・準備：ガラスコップを（耐熱が望ましい）

 

■今後の活動予定を整理しました。 

月 日 浜北・天竜地区 北区 湖西市 備考 

６月３０日 三遠南信ネットワーク交流勉強会 会場：豊橋市内 田坂、南口、野本が参加 

７月２０日 定例会 会場：浜北高齢者ふれあい福祉センター  

７月２９日  第１回災害ｾﾐﾅｰ 会場：引佐健康文化センター 

８月 災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ立上げ事前研修会 会場未定 

９月１日 総合防災訓練 災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ立上げ体験研修会 会場調整中 
9 月 8.15.16 災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成講座 会場：県浜松合同庁舎  

９月３０日  第２回災害ｾﾐﾅｰ 会場：三ケ日地区 「要援護者」を学ぶ 

９～１１月 内閣府減災モデル事業 「避難所」について学ぶ 詳細検討中 

１０月 企画）災害 Vセミナー 仮「能登半島地震から学ぶ」 ニーズ、対応を学ぶ 

○ ９月 定例会＝各種研修会・セミナー、モデル事業への参加を兼ねる場合あり 

○１１月１８日 北区 第３回災害セミナー 会場：三方原公民館 「災害 V を立ち上げるのは」を学ぶ 
○１１月 定例会 

○１２月 例年）第１日曜日：地域防災訓練 ←地域へ 

○ １月 定例会又は今後企画を検討 

○ ２月 企画）災害 V セミナー 仮「地域と災害V をつなげる」 

     例年）静岡県内外の災害 V による救援活動のための図上訓練（予定） 

○ ３月 例年）浜松社協浜北地区センター V 養成講座（予定） 防災に関する内容 

定例会 

 


